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Abstract

Haruka SHIMIZU

（ Department of Early Childhood Education and Care, Nishikyushu University Junior College  ）

Trends in Social Skills Training Research for Young Children in Japan: Links to childcare 
contents (human relationships)

   In early childhood, it is important for children to acquire the ability to form and maintain 

appropriate relationships with others. In psychology, knowledge and skills for smooth interpersonal 

relationships are called social skills, and it has been clarified that social skills have various effects 

on psychosocial adjustment of people. In Japan, many social skills training programs have been 

conducted to enhance social skills. In this paper, the research findings on social skills training for 

young children in Japan are reviewed. Then, the relationship between childcare contents (human 

relationships), which is one of the five areas of early childhood education, and social skills and 

social skills training is discussed.
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Ⅰ .幼児期におけるソーシャルスキルの重要性

ソーシャルスキルとは、対人関係を円滑に運ぶための
知識と具体的な技術やコツの総称である１）。相川・佐藤２）

は、基本的なスキルとして、挨拶や自己紹介といった関
係開始スキル、仲間の誘い方といった関係維持スキル、
上手な頼み方、断り方といった主張性スキル、謝る、怒
りをコントロールするといった問題解決スキルの４つを
挙げている。

個人が高いソーシャルスキルを持つことは、他者との
関係を良好にし、得られるソーシャルサポートの量を増
加させ、抑うつの低下につながることが繰り返し示され
ている３）。特に児童期・青年期においては抑うつと対人
関係上の問題との関連が数多く指摘されており、児童期
の抑うつにおける対人モデルも提唱されている４）。前述
の通り、ソーシャルスキルは対人関係の良好さに直結す
る要因であり、対人関係は子どもの心理社会的適応に強
く影響する。加えて、訓練によって習得が可能であると
いう点から５）、ソーシャルスキルは子どもの適応を高め
るための介入プログラムにおいて主要なターゲットとさ
れてきた。ソーシャルスキルを高めるための介入プログ
ラムを、ソーシャルスキルトレーニング（Social Skills 
Training; 以下 SST）という。

SST では、一般に次の５つのステップでソーシャル
スキルの指導を実施する６）。まず、適切な行動を言葉や
絵などを用いて直接説明する「教示」が与えられる。次に、
SST 実施者や、SST を受けている対象者に年齢や環境
的に近い他者が適切な行動をとる場面を見せる「モデリ
ング」がある。続いて、対象者がその行動をやってみる

「リハーサル」を行う。ここでは、ロールプレイングな
ど、適当な場面を設定して、実際にスキルを使用してみ
ることになる。そして、リハーサルでの行動を振り返り、
良かった点を認めたり修正点を伝えたりする「フィード
バック」が指導者や他の参加者から与えられる。最後に、
その行動をどのような時間、場所、相手であってもでき
るようにする「般化」のための工夫が行われる。こうし
たステップを通じて、対象者は社会的な場面での適切な
ふるまい方を学習し、使用することができるようになる。

SST は、これまで小学校から高校にかけての児童・
青年期を対象としたものが多かった。これは、子どもの
うつ病が学業不振や将来の自殺リスクの増加などの社会
的不適応を引き起こす７）、高校生においてカットオフ値
以上の抑うつを示す生徒が 30% 以上おり、推定うつ病
有病率は 6.0 ～ 6.5% にのぼる８）、小学校４年生から中
学校１年生においてもうつ病の診断基準を満たす割合が
1.5% である９）、といった状況を受け、うつ病予防のた
めの早期の取り組みの重要性が指摘されてきたことによ
る 10）。実際、小中学生や高校生を対象とした SST によっ

て、抑うつの予防効果が実証されている 11)12）。一方で、
就学前の幼児を対象とした SST に関する知見は多くな
い。この理由として、幼児期には言語能力といった知的
能力が未発達であることや、幼児期における支援がその
後のうつ病リスクを低減することを示す基礎的なデータ
の不足が指摘されている 13）。

しかし、幼児期のソーシャルスキルが幼児の心理社会
的適応と関連することは、これまでにも多くの研究で明
らかになっている。例えば、仲間から人気の高い幼児は、
仲間から拒否されやすい幼児に比べて他者からの働きか
けに適切に反応し、フィードバックをするといったソー
シャルスキルが高い 14）。また、子どもの問題行動とソー
シャルスキルとの関連も指摘されている 15）。さらに、
松原ら 13）は、幼児期のソーシャルスキルが児童期のソー
シャルスキルを媒介して抑うつの低減に寄与することを
示した。

これらの実証的な知見に加えて、幼児教育において、
対人関係は重要な要素とされている。このことは、国の
幼児教育における指針を示した保育所保育指針 16）、幼
稚園教育要領 17）、幼保連携型認定こども園教育・保育
要領 18）（以下３法令）において、５領域の 1 つとして「人
間関係」が挙げられていることからも読み取れる。さら
に、上記３法令に共通して記述されている「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」には、「協同性」や「言葉
による伝え合い」などが含まれており、本邦の幼児教育
の目標として、他者とかかわる力を身につけ、伸ばして
いくことが求められていることがわかる。

以上の点をふまえれば、幼児期においてもソーシャル
スキルに着目した教育を行うことは、子どものその後の
発達、特に心理社会的適応を向上させることに役立つと
考えられる。その際には、ソーシャルスキルとの関連が
深いと考えられる保育内容（人間関係）との関係性を考
慮し、その中でどのようにソーシャルスキルを扱うこと
ができるかを検討する必要があるだろう。そこで本稿で
は、国内における幼児を対象とした SST に関する研究
知見を概観し、保育内容（人間関係）とソーシャルスキ
ル、SST との関係について考察する。

Ⅱ．特定の個人を対象とした SST

SST には、ソーシャルスキルに課題があると思われ
る特定の子どもを対象とするものと、さまざまなスキル
レベルの子どもを含む、クラス等の集団全体を対象とす
るものがある。ここではまず、特定の子どもを対象とし
た SST について見ていく。

半田・平嶋・野呂 19）は、自閉症スペクトラム障害
（Autism Spectrum Disorder；以下 ASD）を持つ４歳
女児を対象に SST を実施した。この研究では、SST 実
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施前に対象児の保護者にインタビューを実施し、問題と
なる行動とその行動が持つ機能を分析する機能的アセス
メントを行うことで、SST を通して身につけることを
目指す標的行動を決定した。具体的には、物の貸し借り
をする場面でのトラブルが多いことから、貸し借りのス
キルを身につけることを目指した。対象児に対して隔週
30 分、大学の相談室での SST を６回実施し、さらに６
回目の３か月後にフォローアップを行った。また、日常
生活でもスキルが維持されるように、保護者に対して対
象児がスキルを使用した際には褒めるなどの社会的強化
子を与えることを求めていた。以上の取り組みの結果、
対象児は SST 場面以外での日常生活においても、貸し
借りのスキルを自発的に遂行するようになり、他児とト
ラブルになることも減ったという結果が得られた。

磯部・江村・越中 20）は、関係性攻撃を示す年中女児
に対する SST を行った。関係性攻撃とは、幼児期から
出現する、無視や仲間外れにするなど仲間関係を操作す
ることによって他者を攻撃する行動で、身体的・言語的
攻撃とは区別される 21）。磯部らは、対象児の自由遊び
場面での行動を観察し、自分から仲間を遊びに誘ったり、
すでに進んでいるやりとりに入ることができない、気に
入らない仲間の発言や存在を無視するといった問題行動
を特定した。それらをふまえ、仲間入りスキルと、他者
の呼びかけに適切に答える規律性スキルを標的行動とし
た。

磯部らの介入では、対象児単独ではなく、協力児２名
（年少児と年長児）と一緒に SST が実施された。これ
は、SST 内でのリハーサルとフィードバックにおいて、
子ども同士のやりとりを行うことで、習得されたスキル
の般化と維持を促すためであった。介入は保育園の自由
遊び時間の中で別室にて実施された。また、リハーサル
において適切なスキルを実行できたら１日に１つビーズ
を与え、10 個集めるとネックレスと交換できるという、
トークンによる強化も行われた。介入は全体で 10 回実
施され、前半で仲間入りスキルの学習、後半で規律性ス
キルの学習を行った。さらに、個別 SST の期間中に２
度、自然場面へのスキルの般化を目的とし、園全体を対
象とした集団 SST も実施された。以上の取り組みの結
果、保育者による評価における対象児の関係性攻撃の頻
度は低減し、仲間入りスキルおよび規律性スキルは改善
した。加えて、協同的な遊びの割合も増加した。

以上の研究は、ASD と関係性攻撃と、具体的な問題
の内容は異なるものの、いずれも対人関係に課題のある
幼児を対象に SST を実施した実践事例である。特定の
子どもに対する SST の結果、対象児のスキルの改善や
他の子どもたちのとの関係の改善において一定の効果を
示している。個別の SST を行う場合には、対象となる
幼児の様子を観察したり、保護者や保育者から情報を得

ることを通して、その幼児個人に特化した問題行動と標
的行動を同定できる点にメリットがあると考えられる。
一方で、大学の相談室への来室や、自由遊びの中で別室
を利用するなど、SST を行うための場所や時間、実施
者の設定といったコストが大きいことも事実である。

Ⅲ．集団を対象とした SST

次に、特定の個人ではなくクラス等の集団を対象とし
た、幼児に対する SST に関する知見を概観する。集団
での SST は、前述のコストの低減につながるだけでな
く、子どもたちのその後の心理社会的適応の悪化を防ぐ、
予防的な介入としての重要性が指摘されている 22）。

岡村・金山・佐藤・佐藤 23）は、６学級 78 名の幼児を
対象に集団 SST を実施した。この研究では、SST 実施
前のソーシャルスキルの程度によって、SST の効果が
どのように異なるかが検討された。事前の保育者との面
談に基づいて、仲間入りスキル、あたたかい言葉かけ、
応答スキルがターゲットスキルとして同定された。介入
では、各保育室において学級ごとに集団 SST を実施し、
その後自由遊びの中で SST を行うという手続きが繰り
返された。自由遊びの中での SST は、効果の般化を促
進するための手続きであった。２週間にわたって６～８
回のセッションが実施され、結果として事前のスキルが
低かった幼児および中程度であった幼児において、行動
観察における協調的行動の増加が認められた。集団に対
する SST が、元々スキルの低い幼児だけでなくすでに
ある程度のスキルを獲得している幼児に対しても有効で
あることが示された。

また、清水 24）は、幼児 26 名を対象に、集団 SST の
長期効果を検討した。岡村ら 23）と同様のスキルをター
ゲットとし、保育室における集団 SST と自由遊び場面
での SST を繰り返す手続きをとった。加えて、保育活
動の中でスキルを使用するゲームを行った。さらに長期
効果の検討のため、SST 実施から１年後に再度対象と
なった幼児のソーシャルスキルを行動観察と保育者評定
によって測定した。その結果、SST 直後には幼児の社
会的スキル得点、協調行動ともに増加し、1 年後にはさ
らにスキルが向上していることが明らかになった。

さらに、高橋・松原・佐藤 25）は、それまでの国内の
幼児に対する集団 SST に関して、サンプルサイズが小
さいためにその有効性が十分に確認できていないこと、
問題行動の低減にまでつながっていないことを指摘し
た。その上で、309 名の幼児を介入群、971 名の幼児を
SST を受けていない標準群として、介入前後の群間の
ソーシャルスキルを比較することで集団 SST の効果を
検討した。ここでは、幼稚園教諭および保護者がトレー
ナーとなり、おおむね1か月に1回の頻度で計６セッショ
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ンが行われた。ターゲットスキルとしては、上手な話の
聴き方、優しい言葉をかける、よいところをほめる、道
具の借り方、優しい頼み方、友だちの気持ちに気づいた
時の言葉、の６つが選定された。

SST の結果、介入群において介入前後でソーシャル
スキルが向上し、問題行動は低減した。また、SST 実
施前には介入群のソーシャルスキルは標準群よりも有意
に低かったが、実施後には標準群と同程度もしくは標準
群よりも高くなっていた。加えて問題行動についても、
介入前には介入群の方が標準群よりも高かったが、外在
化問題行動に関しては介入後には標準群と差がなくな
り、内在化問題行動は標準群より高いままではあったも
のの、介入前に比べると有意に改善していた。

高橋らの研究は、国内において初めて大規模なサンプ
ルで、SST を受けていない標準群との比較によって集
団 SST の有効性を実証したものである。ただし、この
研究では標準群は介入前後で同じサンプルではなく、介
入群が縦断データであるのに対して標準群は横断データ
となっている。また、介入群は SST 実施前の時点で標
準群よりもスキルが低く、問題行動も多かった。したがっ
て、もともと標準的なスキルを持つ幼児などへの有効性
については今後の検討が必要であると述べられている。

以上のように、限界点やさらなる検証が求められる点
はあるものの、幼児に対する集団 SST の有効性はある
程度実証的に示されてきていると考えられる。

Ⅳ．保育内容（人間関係）とソーシャルスキル、SST

Ⅰでも述べた通り、適切に他者とかかわる力を身につ
けることは、本邦の幼児教育においても主要な目標の１
つとされている。またここまで述べてきたように、SST
は幼児の他者とかかわる力を直接的に伸ばすための有効
な手立ての１つとして考えられる。ソーシャルスキルを
身につけることは、幼児のその後の心理社会的適応を高
めることにも寄与する。幼児教育の中でも、保育内容（人
間関係）が領域の１つとして取り上げられている以上、
子どもが他の子どもたちと関係を持つ上で、どのような
力を持っているのか、どのような力が不足しているのか
という視点は、子ども理解において重要であるだろう。

保育内容（人間関係）におけるソーシャルスキルおよ
び SST の位置づけを検討した研究として、本田の研究 26）

がある。本田は、３法令における保育内容（人間関係）
のねらい、内容、内容の取扱いの記述を用いて計量テキ
スト分析を実施し、単語の出現回数を算出した。そして、
出現パターンの似通った語、すなわち同時に使用されて
いる（同段落内に出現している）頻度の高い語を探るた
め、共起ネットワークを作成した。分析の結果、「体験」「関
係」「信頼」という語がその他の多くの語を媒介してお

り、保育内容（人間関係）において重要な側面であると
捉えられた。これらの語が出現する記述内容から、本田
は「保育内容（人間関係）の中では教師との信頼関係を
基盤として幼児の多様な体験を保障し、体験の中で葛藤
をも乗り越えることで他者との信頼感が醸成される」と
いう、信頼感と葛藤体験の循環という考え方を読み取っ
ている。その上で本田は、これらの語と SST（本田の
研究においては「ソーシャルスキル教育」という単語が
使用されている）との関連を以下のように考察している。
「保育者は、幼児が特定のソーシャルスキルを反復練

習できる環境を設定し、その中で幼児はソーシャルスキ
ルを求められる（葛藤）状況を体験し、ソーシャルスキ
ルを使用することでその状況を乗り越える経験を重ねる
ことになる。…（中略）…また、幼児のソーシャルスキ
ルに対する細やかなフィードバック（保育者からの注目
や承認、賞賛など）を通して、幼児が保育者に対してさ
らに信頼感を高めることにつながると思われる。」

さらに本田は、保育内容（人間関係）の記述内容と、
基本的な４つのソーシャルスキルとの対応を示してい
る。ここでは、ねらいや内容、内容の取扱いの多くがス
キルのいずれかと対応しており、特に関係維持スキルと
問題解決スキルが多いことが示された。仲間に声をかけ
る、仲間入りをするといった関係維持スキルや、きちん
と謝るといった問題解決スキルは、使用すべき場面が幼
児教育の中で多く発生し、保育者が子ども同士の関係を
発展させる上でも重要な側面であると本田は指摘してい
る。

このように、現在の本邦の幼児教育の指針となってい
る３法令における保育内容（人間関係）の内容は、ソー
シャルスキルの考え方と対応する部分が多い。そして、
心理学領域において、ソーシャルスキルが個人の心理社
会的影響に及ぼす影響や、SST の効用、具体的な実施
方法に関する知見は数多く蓄積されている。幼児期の
SST に関する知見は、児童期・青年期に比べれば多く
はないが、一定の実証的な知見も出てきつつある。した
がって、幼児教育においても、子どもを理解する視点と
してソーシャルスキルは有効に活用できるのではないか
と考えられる。

しかし、実際には幼児教育の現場においてソーシャル
スキルという観点からの子どもへのかかわりが行われる
ことは多くない。幼児教育とソーシャルスキルが結びつ
きにくい理由の１つとして、幼児教育では、（保育者が
設定した環境内ではあるものの）生活や遊びの中で自然
に発生する場面を通して子どもの様々な力を伸ばすこと
を目指す一方で、SST ではソーシャルスキルを伸ばす
ために特別な時間と介入を設定するという手法の乖離が
あるのではないかと考えられる。また、ソーシャルスキ
ルおよび SST に関する知見が、幼児教育の現場におい
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て十分に周知されていない可能性もある。
本稿で概観してきた SST 研究においても、そのほと

んどが、心理学の専門家が保育所や幼稚園に出向いて集
団 SST を実施する、もしくは大学の相談機関や、保育
時間の中で別室を利用して個別に SST を実施するとい
う形式であった。心理学の専門家は、SST の理論や子
どもの臨床的問題に関する知識、またその実践の専門家
ではあるが、一方で保育者は、子どもを観察し、また子
どもと実際にかかわりながら、それぞれの子どもを様々
な側面から理解し、発達を援助する専門家である。本
田 26）の考察からも示唆されるように、その側面の中に
は、ソーシャルスキルという考え方と対応する部分も
多々あることが推察される。加えて、SST で重視される、
子どもの行動に対するフィードバックや、般化のための
生活内でのスキル使用機会の設定は、子どもと日常的に
かかわる保育者だからこそ行いやすいのではないだろう
か。

実際、Ⅲで述べた高橋らの研究 25）では、幼稚園教諭
や保護者といった、子どもと日常的にかかわる機会の多
い大人が指導者となって集団 SST を実施している。そ
して、介入群のスキルが向上し、問題行動が低減したこ
とについて、SST の知識を持った担任と過ごすことで
日常の保育活動の中でもスキル実行時のフィードバック
の機会が多かったのではないかと考察されている。

したがって、まずは保育者がソーシャルスキルという
視点を持ち、保育の中でその視点からも子どもを理解す
ることができるようになれば、心理学において蓄積され
てきた知見を現場でより有効に活かすことができると考
えられる。そのためには、保育者養成のカリキュラムの
中でもソーシャルスキルおよび SST について学習する
機会を持つことが重要である。特に、ソーシャルスキル
と対応する内容の多い保育内容（人間関係）にかかわる
講義の中であれば、そうした学習の機会を作りやすいの
ではないだろうか。今後は、保育内容（人間関係）の中
で具体的にどのようにソーシャルスキルおよび SST に
かかわる知見を取り上げるか、また幼児教育の現場で活
用しやすい SST の手法について、現場と養成機関、研
究者とが連携して検討していく必要がある。
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